
テーマ： 小松南小らしい学校の理想像

第１回 小松南小学校改築懇談会 ワークショップ成果

小松南小のポテンシャル

学校の課題

新校舎でも継承したい！

解決したい

地域で集い、

児童・卒業生・地域から愛される学校

◇開催日時

令和７年７月29日（火） 18時～19時30分

◇プログラム

１ 開会・挨拶
２ 改築懇談会の説明
３ 学校施設概要の説明
４ ワークショップの開催
５ 閉会

◇参加者

地域委員13名、小松南小学校２名(校長・副校長) 、
葛飾区9名(教育次長・学校施設整備担当課長・学
校施設課長・営繕課長他) 、建設技術研究所5名

地域に開かれた学校

児童や先生が使いやすい学校

地域の中心として防災機能に優れた学校敷地や校庭の有効活用

段差が多いため、フラットに誰でも使いやすく

水害への考慮

評判の児童たち

◇各グループの主な意見

・登校時の見守りや子どもたちと一緒に遊ぶ盆踊りなど、地域とのつ
ながりが大事

・「愛される学校」として、地域の方々や保護者の方々に愛されている
ため、シンボルが残ると良い

・これから最重要課題になりそうな「防災」の意見が一番多く、安心・安
全な設備を備えた施設を整備し、避難所の機能として、荷物の上げ
下げ等で必要なエレベーターは必須

・熱中症指数が高いと屋外で子どもたちが遊べないため、室内で遊べ
る空間がほしい

●イベントに使いやすい施設（盆踊り等に使いやすい建物・校庭）
●区民も利用出来る施設（例えば、体育館・図書館・家庭科室・倉庫等を地域に解放）
●卒業生も使い続け、愛着の持てる学校
●思い出に残るシンボル的な場所が残る学校

地域と連携し、共に繋がり育まれる学校
●都会にあり便利でありながら、地域と一緒に伸びる学校
●防災・見守り・交流等において地域と連携し、子どもたちと共に学び合える学校
●人の集まる学校

●勉強や活動が、気象に妨げられない施設
●空調を有効に活用できるよう、断熱に配慮
●学年の壁を越えて活動できる空間を整備
●無線LAN（Wifi）等のデジタル環境を整備
●バリアフリーに配慮

●耐震と水害対策を備えた安心安全な設備
●エレベーター等の避難生活の利便性を配慮
●水害対策として防災倉庫を２階以上に
●日頃から防災備品に地域住民が触れられる機会

敷地の狭さを生かせる学校
●狭さを生かした建物配置
●校庭だけでなく、体育館や屋上で
運動しやすい施設

●校庭の砂埃が立たない仕様

●あいさつや気軽に話をしてくれる子どもたち
●下町の学校として、明るい児童
●主体的に学習できる児童

新小岩駅から近い、地域の中心地

結束力の強い地域 地域と連携する、多くの取組
●小学校で盛り上がる盆踊り
●児童と地域で行う防災訓練
●地域の良さを知る授業や取組

●駅近くの地域の中心にある小学校
●駅前開発等により人口増が見込まれる

●新小岩地区全体の仲が良い
●小学校の地域サポーターが多い

●水害が見込まれる地域のため、
避難所の高層化や使いやすさの検討が必要

●学校内に屋内屋外問わず段差が多いのでフラットに

●校庭の狭さを解決する工夫が必要
●お祭りやイベントで使いやすい工夫が必要
●直射日光を遮る日陰がほしい
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